
と
も
に
生
き
、
と
も
に
育
む
ま
ち

歴
史
と
文
化
が
く
ら
し
の
中
に
息
づ
く

�新
斑
鳩
の
里
�

２	

斑
鳩
の
里
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

	

　
　
　
　
　
　
　
　

入
賞
作
品
発
表

４	

平
成
28
年
度
決
算
報
告

―
― 

特
集

10	

い
に
し
え
の
風	

〜
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
〜

11	

パ
ゴ
ち
ゃ
ん
の		

地
球
と
な
か
よ
し

12	

図
書
館
だ
よ
り

13	

協
働
の
ま
ち
づ
く
り	

住
民
活
動
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

14	

ま
ち
の
情
報

15	

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
の
ま
ち

	

　
　
　
　
　
　

斑
鳩
の
実
現
に
向
け
て

16	

ほ
け
ん
だ
よ
り

18	

ま
ち
の
話
題

20	

町
制
70
周
年

	

写
真
で
た
ど
ろ
う
斑
鳩
の
記
憶

2 0 1 7

11
No. 626

いかるが

相川七瀬　古代舞（米）コンサート

総立ちライブで
いかるがホールが揺れた！
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平
成
28
年
６
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
５
月
31
日
ま
で
作
品
を
募
集
し
た
「
斑
鳩
の

里
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
は
、全
国
か
ら
３
２
７
点
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
斑
鳩
ら
し
い
風
景
・
景
観
の
部
」
と
「
斑
鳩
の
花
・
木
・
鳥
等
魅
力
発
見
の
部
」

の
２
部
門
で
厳
正
な
審
査
を
行
い
、
最
優
秀
２
点
、
優
秀
４
点
、
入
選
20
点
が
選
ば

れ
、
９
月
９
日
に
開
催
し
た
70
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

「夜明け」　石原　敏秋

「望郷」　加藤　雅夫「石段をのぼり終えて」　荒谷　譲

「里の夕映え」　池内　滋郎「芋の収穫」　小坂　源二

「真夏の幻夢」　上村　茂昭

斑
鳩
の
里

　
　
　
　

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
入
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

最　優　秀入　　選

優　　秀

斑鳩らしい風景・景観の部

斑鳩らしい風景・景観の部

斑鳩の花・木・鳥等魅力発見の部

斑鳩の花・木・鳥等魅力発見の部

Ⅰ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅱ
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「華散るころ」　武安　一明「草焼き」　宮田　道

「秋景」　森本　博行

「後光さす」　山田　充広

「雪の法輪寺」　西村　肇

「雪の法起寺」　佐藤　勇

「南大門雪景」　古谷　保

「晩秋の疾風」　横山　博達

「里の夕景」　古川　隆彦

「法起寺に二重虹」
　　出原　眞

「終演」　岩本　孝行

「出発」　黒木　治代

「もうすぐ春満開のレンゲ畑」
　田坂　恵子

「塔に舞う」　久保　俊哉

「秋麗」　松川　伸子

「里ごよみ」
　吉川　勝美

「斑鳩の古道」
　寺澤　俊博

「天高く～いにしえからの
メッセージ～」　木田　祥子

「風に揺れる稲穂」
　中尾　美栄子

「田植え間近」
　南田　祐子

▲�９月９日（土）の斑鳩町制70周年記念式典の中で行わ
れた「斑鳩の里フォトコンテスト表彰式」に出席さ
れたみなさん（前列中央は審査員の織作峰子氏）

入　　選

入賞作品をＪＲ法隆寺駅自由通路に展示しています。
ぜひご覧ください。
展示期間　10月31日（火）～12月３日（日）
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健全化判断比率

　９月の町議会定例会で認定された平成28年度決算と
それにもとづく財政健全化判断比率を報告します。

【問合せ】財政課（☎内線253）

■ 実質赤字比率
一般会計などの赤字が経常的な収入に
占める割合
■ 連結実質赤字比率
すべての会計の赤字が経常的な収入に
占める割合
■ 実質公債費比率
地方債（国や銀行などからの借入金）
の返済額が経常的な収入に占める割合
■ 将来負担比率
将来負担することになっている負債額
が経常的な収入に占める割合

　いずれの指標とも国の基準を下回り、財政状況は健全であるという結果が出ました。

一般会計決算
89億5,657万円 86億8,177万円

前年度に比べ8,168万円、0.9％減少しました。 前年度に比べ1億2,628万円、1.5％増加しました。

健 全 化
判断比率

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

財政健全財政健全
斑鳩町の
指　　標

（平成27年度）赤字なし

（平成27年度）赤字なし

（平成27年度）6.9％

（平成27年度）40.3％

赤字なし

赤字なし

6.5％

38.6％

14.52％

19.52％

20％

30％

25％ 35％

350％

（平成27年度）赤字なし

（平成27年度）赤字なし

（平成27年度）6.9％

（平成27年度）40.3％

赤字なし

赤字なし

6.5％

38.6％

14.52％

19.52％

20％

30％

25％ 35％

350％

０％
早期健全化基準
（黄色信号）

財政再生基準
（赤 信 号）

財政悪化財政悪化

財
政
悪
化

財
政
悪
化

収入

町税
28億9,945万円
町税
28億9,945万円

地方交付税
25億1,192万円

国・県支出金
16億5,668万円

繰越金
4億8,275万円
繰越金
4億8,275万円

町債
4億6,160万円

地方消費税交付金
3億5,986万円

使用料及び手数料
1億8,069万円

分担金及び負担金
1億3,230万円
その他
2億7,132万円

町民税　　　14.5億円
固定資産税　11.4億円
都市計画税　01.3億円
　　　　　　　　　など

町民税　　　14.5億円
固定資産税　11.4億円
都市計画税　01.3億円
　　　　　　　　　など

従来分 ２．０億円
社会保障財源分
 1.6億円

支出

扶助費
15億6,056万円人件費

15億2,997万円

繰出金
11億804万円

補助費等
９億7,353万円

公債費
8億2,792万円

普通建設事業費
6億6,572万円

維持補修費
1億2,016万円

積立金
2,１０８万円
貸付金
23万円

物件費
18億7,456万円

斑鳩町の
お財布事情をお知らせします

※都市計画税は、目的税として都市計画事業にあてられます。

平成28年度

決算報告

歳入 歳出
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平成28年度の決算

会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 収支差引額

一 般 会 計 89億5,657万円 86億8,177万円 2億7,480万円

国民健康保険事業 36億3,676万円 39億5,208万円 ▲3億1,532万円

公共下水道事業 13億5,488万円 13億5,463万円 25万円

介 護 保 険 事 業
（保険事業勘定） 22億0,148万円 20億9,529万円 1億0,619万円

介 護 保 険 事 業
介護サービス（事 業 勘 定） 1,146万円 965万円 181万円

後期高齢者医療 3億9,180万円 3億8,676万円 505万円

合　　計 165億5,296万円 164億8,018万円 7,277万円

■ 町債の状況

■ 財産の状況 ■ 会計別決算

会　計　名 平成28年度末現在高

一 般 会 計 93億2,787万円

特 別 会 計 85億8,482万円

合　　　計 179億1,269万円

財産の種類 平成28年度末現在高

土 地 356,585㎡

建 物 89,938㎡

有 価 証 券 104万円

基 金 34億4,295万円

財政調整基金 18億7,385万円

減 債 基 金 2億0,439万円

福 祉 基 金 3億3,406万円

文化振興基金 8,669万円

斑鳩の里歴史文化
遺産保存・活用基金 2,299万円

スポーツ振興基金 2,095万円

土地開発基金 7億5,026万円

国民健康保険
財政調整基金 7万円

介護保険給付費
準 備 基 金 1億4,969万円

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
２
階
情
報

公
開
総
合
窓
口
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

監
査
委
員
室
（
☎
内
線
３
０
５
）

平
成
28
年
度

斑
鳩
町
財
政
健
全
化
審
査
の
結
果

　

監
査
委
員
室
（
☎
内
線
３
０
５
）

■ 

審
査
の
結
果

　

審
査
に
付
さ
れ
た
健
全
化
判
断
比
率
・

資
金
不
足
比
率
お
よ
び
そ
の
基
礎
と
な
る

事
項
を
記
載
し
た
書
類
は
、
い
ず
れ
も
適

正
に
作
成
さ
れ
、
健
全
化
を
判
断
す
る
比

率
に
つ
い
て
は
問
題
な
い
も
の
と
認
め
ら

れ
た
。

平
成
28
年
度

一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
決
算
審
査

　

監
査
委
員
室
（
☎
内
線
３
０
５
）

■ 

審
査
の
結
果

　

平
成
28
年
度
斑
鳩
町
一
般
会
計
お
よ
び

各
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
書
、
歳
入

歳
出
決
算
事
項
別
明
細
書
、
実
質
収
支
に

関
す
る
調
書
お
よ
び
財
産
に
関
す
る
調
書

の
各
計
数
は
、
関
係
法
令
に
準
拠
し
て
調

製
さ
れ
誤
り
の
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
各
基
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

も
計
数
に
誤
り
な
く
、
適
正
に
運
用
さ
れ

て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

まちづくり政策課（☎内線２１４）

広告掲載場所 大きさ 配　色 広告掲載料
お知らせページ下
一段相当

180㎜×
58㎜

墨、古代朱
の２色

１か月（税込み）
１８, ５１３円

お知らせページ下
一段２分の１相当

89㎜×
58㎜

墨、古代朱
の２色

１か月（税込み）
１０, ２８４円

裏表紙下段 180㎜×
80㎜ ４色カラー １か月（税込み）

２８, ７９９円
裏表紙下段
２分の１相当

89㎜×
80㎜ ４色カラー １か月（税込み）

１５, ４２７円

11
月
の
納
税

○
国
民
健
康
保
険
税

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
（
普
通
徴
収
・
第
５
期
分
）

…
…
国
保
医
療
課
（
☎
内
線
１
１
４
）

○
介
護
保
険
料

　
（
普
通
徴
収
・
第
５
期
分
）

　

…
…
長
寿
福
祉
課（
☎
内
線
１
２
６
）

納
期
限

11
月
30
日
㈭

お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※�表中の金額は、表示単位未満を四捨五入して表示しているため、合計、差し引きと
その内訳が一致しない場合があります。

広報いかるが　有料広告募集！
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●�
家
庭
に
お
け
る
洋
式
ト
イ
レ
の

普
及
に
伴
い
、
小
学
校
の
和
式

ト
イ
レ
を
、
平
成
28
年
度
か
ら

３
か
年
計
画
で
洋
式
化
に
着
手

し
ま
し
た
。

●�

斑
鳩
西
小
学
校
に
お
い
て
、
校

舎
内
照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

実
施
し
ま
し
た
。

●�

児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保
を
よ

り
一
層
は
か
る
た
め
、
斑
鳩
小

学
校
や
斑
鳩
中
学
校
の
渡
り
廊

下
な
ど
の
耐
震
補
強
設
計
を
実

施
し
ま
し
た
。

●�

児
童
・
生
徒
の
学
力
お
よ
び
学
習

意
欲
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
放

課
後
に
教
員
Ｏ
Ｂ
な
ど
の
学
習
支

援
員
に
よ
り
児
童
生
徒
の
個
々
の

能
力
に
応
じ
た
学
習
支
援
を
行
い

ま
し
た
。

●�

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
使
っ
て
、

電
子
書
籍
を
利
用
で
き
る
電
子
図

書
館
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
ま
し
た
。

●�
史
跡
公
園
と
し
て
整
備
を
す
す
め

て
い
る
史
跡
中
宮
寺
跡
の
整
備
工

事
を
実
施
し
ま
し
た
。

●�

斑
鳩
町
史
に
つ
い
て
、
平
成
28
年

度
か
ら
５
か
年
計
画
で
編
さ
ん
に

着
手
し
、
近
年
発
展
の
あ
っ
た
事

項
に
つ
い
て
調
査
、
執
筆
し
ま
し

た
。

●�

町
制
70
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

歴
史
的
風
致
を
形
成
し
、
維
持
・

向
上
を
す
す
め
て
い
る
先
進
都
市

が
集
ま
る
近
畿
歴
史
ま
ち
づ
く
り

サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

●�

町
内
に
お
け
る
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
は
か
る
た
め
に
、
民

間
の
小
規
模
保
育
所
の
整
備
費

用
を
支
援
し
ま
し
た
。

●�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
て

子
育
て
支
援
情
報
を
取
得
で
き

る
よ
う
に
、
子
育
て
応
援
ア
プ

リ
「
斑
鳩
っ
子　

育
ナ
ビ
」
を

導
入
し
ま
し
た
。

●�

保
健
・
福
祉
・
医
療
・
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
関
係
機
関
と
の
取
り
組
み

を
連
動
さ
せ
、
健
康
寿
命
の
延
伸

に
向
け
た
取
り
組
み
を
効
率
的
に

す
す
め
る
た
め
に
、
斑
鳩
町
健
康

寿
命
延
伸
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

●�

子
育
て
に
関
す
る
切
れ
目
の
な
い

支
援
を
行
う
た
め
、
妊
産
婦
・
乳

幼
児
を
対
象
に
、
助
産
師
に
よ
る

相
談
を
実
施
し
ま
し
た
。

●�

子
育
て
家
庭
の
経
済
的
な
負
担
の

軽
減
を
は
か
る
た
め
、
中
学
３
年

生
ま
で
の
子
ど
も
を
養
育
す
る
人

に
、
そ
の
子
ど
も
に
か
か
る
保
険

診
療
の
自
己
負
担
分
を
助
成
し
ま

し
た
。

●�

70
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
交
付
し

て
い
る
高
齢
者
優
待
券
に
つ
い
て
、

平
成
28
年
度
か
ら
新
た
に
「
す
こ

や
か
斑
鳩
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
利
用
券
」
を

追
加
し
ま
し
た
。

文化の香り高く
心豊かなまちづくり

すこやかに生き生きくらせる
まちづくり

▲元気な子どもたちを施設整備で応援

▲新たに設立された
　小規模保育所「ほうりゅうじ」

平
成
28
年
度
の
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6
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平成28年度の決算

●�

観
光
客
と
地
域
住
民
が
交
流

し
、
観
光
産
業
の
魅
力
を
発
信

す
る
１
週
間
連
続
イ
ベ
ン
ト

「
い
か
る
が
Ｗ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
Ｋ
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

●�

魅
力
あ
る
門
前
町
を
全
国
に
発
信

す
る
「
全
国
門
前
町
サ
ミ
ッ
ト
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

●�

歴
史
資
源
を
い
か
し
た
ま
ち
あ
る

き
観
光
を
す
す
め
、
観
光
産
業
の

発
展
と
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出

を
は
か
る
た
め
、
観
光
戦
略
を
策

定
し
ま
し
た
。

●�

町
内
の
観
光
案
内
サ
イ
ン
な
ど
の

整
備
を
行
い
、
観
光
客
へ
ス
ム
ー

ズ
か
つ
的
確
な
観
光
案
内
を
行
う

た
め
、
観
光
ル
ー
ト
サ
イ
ン
配
置

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

●�

住
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
生
き

生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
に
住
民
活
動

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

●�

新
し
い
活
動
を
つ
く
り
だ
そ
う
と

す
る
住
民
活
動
団
体
を
支
援
す
る

た
め
、
活
動
提
案
制
度
に
よ
り
補

助
事
業
と
し
て
認
定
し
た
11
の
住

民
活
動
団
体
な
ど
の
事
業
に
、
補

助
金
を
交
付
し
ま
し
た
。

●�

公
共
施
設
に
つ
い
て
長
期
的
な
視

点
で
更
新
、
統
廃
合
、
長
寿
命
化

な
ど
を
計
画
的
に
行
い
、
最
適
な

配
置
を
実
現
す
る
た
め
に
斑
鳩
町

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。

●�

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

に
設
置
さ
れ
て
い
る
マ
ル
チ
コ

ピ
ー
機
を
利
用
し
て
、
各
種
証
明

書
の
交
付
を
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ

ス
を
導
入
し
ま
し
た
。

●�

衛
生
処
理
場
焼
却
棟
跡
地
に
ご

み
分
別
体
験
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

設
置
し
ま
し
た
。

●�

平
成
26
年
度
か
ら
３
か
年
計
画
で

着
手
し
て
い
た
、
衛
生
処
理
場
焼

却
棟
の
解
体
撤
去
を
完
了
し
ま
し

た
。

●�

運
転
免
許
証
を
自
主
的
に
返
納
し

た
高
齢
者
に
対
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ

カ
ー
ド
を
配
布
し
、
公
共
交
通
機

関
の
利
用
を
支
援
し
ま
し
た
。

●�

災
害
時
に
必
要
な
食
糧
や
資
材
な

ど
の
備
蓄
を
す
す
め
る
と
と
も

に
、
新
た
に
女
性
用
生
理
用
品
の

備
蓄
を
行
い
ま
し
た
。

●�

た
め
池
の
治
水
利
用
に
よ
る
浸
水

被
害
の
軽
減
を
は
か
る
た
め
、
平

成
27
年
度
か
ら
２
か
年
計
画
で
着

手
し
て
い
た
、
東
町
池
貯
留
浸
透

施
設
整
備
を
完
了
し
ま
し
た
。

●�

車
・
歩
行
者
の
移
動
が
円
滑
に

で
き
る
よ
う
、
町
道
４
３
７
号

線
（
大
字
目
安
）
の
整
備
を
行

う
な
ど
、
生
活
道
路
の
整
備
を

す
す
め
ま
し
た
。

●�

橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に

も
と
づ
き
、
11
橋
の
橋
り
ょ
う
定

期
点
検
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

米
壽
橋
の
補
修
工
事
を
実
施
し
ま

し
た
。

●�

本
町
に
適
し
た
公
共
交
通
の
確
保

の
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

台
数
を
２
台
に
増
や
す
と
と
も

に
、
運
賃
を
有
料
化
し
て
運
行
す

る
実
証
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

●�

バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
に
も
と
づ
く

「
斑
鳩
町
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構

想
」
お
よ
び
特
定
事
業
計
画
の
策

定
を
、
平
成
28
年
度
か
ら
３
か
年

計
画
で
着
手
し
ま
し
た
。

ともに築く協働の
まちづくり

活力とにぎわいのある
まちづくり

安全で快適な
まちづくり

潤いのある魅力的な
まちづくり

▲町道４３７号線（大字目安）
　�道路が拡幅され、車が通りやす
くなりました。

▲新たに設置された
　ごみ分別体験ステーション

▲�いかるがWeeeeeKには大勢の
人が訪れました。

▲�住民活動センター説明会のワーク
ショップでは熱い議論が繰り広げ
られました。
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平
成
28
年
度

水
道
事
業
会
計
決
算
審
査

　

監
査
委
員
室
（
☎
内
線
３
０
５
）

■ 

審
査
の
結
果

　

平
成
28
年
度
斑
鳩
町
水
道
事
業
会
計
決

算
書
類
は
、
関
係
法
令
に
準
拠
し
て
作
成

さ
れ
、
当
事
業
年
度
の
経
営
成
績
お
よ
び

当
事
業
年
度
末
の
財
政
状
態
を
適
正
に
表

示
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

　

水
道
事
業
は
今
後
も
短
期
間
に
お
い
て

問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
斑
鳩
町
水

道
事
業
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る

と
、
お
お
む
ね
10
年
後
か
ら
15
年
間
に
わ

た
り
管
路
お
よ
び
施
設
の
更
新
時
期
の
山

場
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
今
後
40
年
間

を
平
均
す
れ
ば
約
３
億
円
／
年
の
投
資
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
会
計
基
準
の
導
入
に
よ
り
み

な
し
償
却
が
廃
止
さ
れ
、
１
０
０
％
の
減

価
償
却
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か

ら
、
３
年
連
続
の
営
業
損
失
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
水
道
料
金
の
見
直
し

や
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
基
づ
く
長

期
事
業
計
画
の
資
金
確
保
な
ど
、
今
後
の

経
営
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　平成28年度の決算額は、収入が７億
1,190万658円、支出６億6,402万
6,295円、差引4,787万4,363円（前
年度純利益3,437万9,654円）の当年
度純利益となりました。

■ 事業の概要

■ 建設改良工事の概要

■ 経理状況
イ．損益計算書【平成28年４月１日～平成29年３月31日】

ロ．貸借対照表【平成29年３月31日現在】

（単位：円）

（単位：円）

県営水道の依存率は約67.0％です。
有収率は、給水量に対して、料金収入となる水量の割合
で、有収率が高いほどムダな水が少ないことになります。
（平成27年度全国平均は約90.0％）

•配水設備改良工事
　　工事延長	 2,184ｍ　
　　工 事 費	 197,249千円
•浄水場設備改良工事	 19,872千円

■ 有収率の推移

平成28年度 平成27年度
総 給 水 戸 数 10,967戸 10,824戸
総　給　水　量 3,003,193㎥ 2,992,154㎥

内
訳

県　　　水 2,011,902㎥ 2,016,426㎥
自　己　水 991,291㎥ 975,728㎥

総 有 収 水 量 2,828,251㎥ 2,831,201㎥
有　　収　　率 94.2% 94.6%

借　　　　方 貸　　　　方
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

〔1〕水道事業費用 664,026,295 〔1〕水道事業収益 711,900,658
　⑴ 営業費用 637,807,609 　⑴ 営業収益 632,315,456
　⑵ 営業外費用 26,218,686 　⑵ 営業外収益 79,585,202
　⑶ 特別損失 0 　⑶ 特別利益 0

　 　
〔2〕当年度純利益 47,874,363 　

合　　　計 711,900,658 合　　　計 711,900,658

借　　　　方 貸　　　　方
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

（資産の部） （負債の部）
〔1〕固定資産 5,321,023,110 〔3〕固定負債 1,301,216,085
　⑴ 有形固定資産 5,318,471,036 　⑴ 企業債 1,294,622,642
　⑵ 無形固定資産 250,500 　⑵ リース債務 93,443
　⑶ 投　資 1,232,000 　⑶ 特別修繕引当金 6,500,000
　⑷ リース資産 1,069,574 　

〔4〕流動負債 212,780,051
　⑴ 企業債 60,689,229
　⑵ リース債務 1,120,165
　⑶ 未払金 134,067,612

〔2〕流動資産 498,507,101 　⑷ 引当金 4,607,000
　⑴ 現金及び預金 333,836,442 　⑸ その他 12,296,045
　⑵ 未収金 159,266,996
　⑶ 貯蔵品 5,403,663 〔5〕繰延収益 2,235,449,158

　⑴ 長期前受金 2,235,449,158

（資本の部）
〔6〕資本金 780,913,446
　⑴ 自己資本金 780,913,446

〔7〕剰余金 1,289,171,471
　⑴ 資本剰余金 116,481,293
　⑵ 利益剰余金 1,172,690,178

合　　　計 5,819,530,211 合　　　計 5,819,530,211

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
２
階
情
報

公
開
総
合
窓
口
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
監
査
委
員
室
（
☎
内
線
３
０
５
）

年度 斑鳩町（％） 全国平均（％）
22 9 5 . 0 9 0 . 1
23 9 5 . 4 8 9 . 5
24 9 4 . 2 9 0 . 0
25 9 5 . 0 9 0 . 1
26 9 4 . 2 8 9 . 8
27 9 4 . 6 9 0 . 0
28 9 4 . 2 ―

問合せ
上水道課

☎0745
　�1401

平成28年度
水道事業会計決算
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国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
病
気
や

ケ
ガ
に
備
え
て
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
が

お
金
を
出
し
あ
い
、
医
療
費
を
負
担
し
あ

う
、
助
け
あ
い
の
制
度
で
す
。

　

今
回
は
、
国
保
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

● 

国
保
の
財
政
状
況

　

国
保
の
財
源
は
、
被
保
険
者
が
納
付
す

る
国
保
税
や
国
、
県
な
ど
の
補
助
金
や
交

付
金
な
ど
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
国

保
税
は
、
収
入
全
体
の
約
18
％
を
占
め
て

お
り
、
国
保
運
営
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の

で
す
。

　

平
成
28
年
度
決
算
で
は
、
前
年
度
繰
上

充
用
金
（
累
積
赤
字
分
）
が
歳
出
の
約

11
％
を
占
め
、
３
億
１
，
５
３
２
万
２
千

円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。
単
年
度
収
支

で
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
（
約
１
，

５
０
０
万
円
）
を
含
め
る
と
約
１
億
１
，

４
２
５
万
８
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た

が
、
引
き
続
き
累
積
赤
字
が
大
き
く
、
厳

し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

●  

平
成
30
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険

制
度
が
変
わ
り
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
は
、
こ
れ
ま
で
町
が
財

政
運
営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
30

年
度
か
ら
、
奈
良
県
が
財
政
運
営
の
主
体

と
な
り
ま
す
。

　

奈
良
県
が
定
め
る
県
内
統
一
的
な
運
営

方
針
に
基
づ
き
、
国
保
の
安
定
的
な
財
政

運
営
や
効
率
的
な
事
業
運
営
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

● 

医
療
費
の
状
況

　

平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険
の
１
人
あ

た
り
の
医
療
費
は
３
８
万
２
，
４
１
６
円

で
す
。

　

被
保
険
者
の
高
齢
化
や
医
療
の
高
度
化

な
ど
に
よ
り
、
１
人
あ
た
り
の
医
療
費
は

こ
こ
数
年
間
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
ま
ま
増
加
が
続
く
と
、
今
後
さ
ら
に
国

保
財
政
は
厳
し
い
状
況
と
な
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
が
、
医
療
費
の

削
減
の
た
め
に
、
健
康
管
理
や
適
切
な
医

療
受
診
な
ど
自
分
に
で
き
る
こ
と
か
ら
取

り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

●  

国
保
財
政
の
健
全
化
に
向
け
た
取

り
組
み
（
収
納
体
制
の
強
化
）

　

税
の
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た

め
、
特
別
な
事
情
も
な
く
国
保
税
を
滞
納

し
て
い
る
滞
納
者
に
は
、
財
産
の
差
し
押

さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
含
め
、
厳
正
に

対
応
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
失
業
、
多
重
債
務
な
ど
の
事

情
に
よ
り
国
保
税
を
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
人
に
つ
い
て
は
、
生
活
状
況
な
ど
を

聞
い
て
、
事
情
を
考
慮
し
て
対
応
し
て
い

ま
す
。
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
国
保
医

療
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

平成28年度
国保特別会計
決算

0
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350000
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150000
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250000

300000

350000

400000

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

330,041

350,100
357,068

370,275
382,416

330,041

350,100
357,068

370,275
382,416

（円）

300,000
310,000
320,000
330,000
340,000
350,000
360,000
370,000
380,000
390,000

１人あたりの医療費の推移

収入

国保税
17.8％

国庫
支出金
17.8％

県支出金
5.8％

前期高齢者
交付金
31.1％

共同事業
交付金
18.5％

退職者医療
交付金
1.8％

繰入金　7.2％ その他　0.0％

支出

保険給付費
55.6％

後期高齢者
支援金 9.7％

介護納付金
3.0％

諸支出金
0.1％

保健
事業費
0.6％

共同事業
拠出金
19.1％

前年度繰上充用金
10.9％

総務費等
1.0％

歳出　39億5,208万3千円歳入　36億3,676万円 平成28年度
決算状況

問合せ
国保医療課
（☎内線114）



斑鳩文化財センター
（☎0745―70―1200）

藤ノ木古墳から出土したミニチュア農工具について
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今
回
は
、
11
月
26
日（
日
）ま
で

開
催
し
て
い
る
斑
鳩
文
化
財
セ
ン

タ
ー
秋
季
特
別
展
『
国
宝
藤
ノ
木

古
墳
出
土
品
里
帰
り
展　
―
藤
ノ

木
古
墳
の
お
宝
―
』
の
見
ど
こ
ろ

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

古
墳
に
副
葬
さ
れ
た
鉄
製
農
工
具

　

藤
ノ
木
古
墳
の
出
土
品
は
、
石せ
き

室し
つ

内
か

ら
見
つ
か
っ
た
金こ
ん

銅ど
う

製せ
い

馬ば

具ぐ

や
、
石せ
っ

棺か
ん

内

に
納
め
ら
れ
て
い
た
金
銅
製
の
冠か
ん
む
りや
履く
つ

な

ど
が
有
名
で
す
が
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
出
土
品
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
の
１

つ
が
、
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
は
じ

め
て
の
展
示
と
な
る
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
農の
う

工こ
う

具ぐ

で
す
。

　

ミ
ニ
チ
ュ
ア
農
工
具
は
、
鉄
製
農
工
具

を
小
型
に
し
た
も
の
で
、
実
用
品
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
小
さ
い
な
が
ら
も
忠
実
に

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
石
棺
と

石
室
奥お
く

壁へ
き

の
間
か
ら
、
金
銅
製
馬
具
と
と

も
に
出
土
し
ま
し
た
。
鉇
や
り
が
ん
な、
斧お
の

、
鏨た
が
ね

、

鎌か
ま

、鋤す
き

先さ
き

な
ど
、約
１
０
０
点
が
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
が
、
木
製
と
考
え
ら
れ
る
柄え

の

部
分
は
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

鉄
製
農
工
具
は
、
古
墳
時
代
当
初
か
ら

副ふ
く

葬そ
う

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
５
世
紀
に
そ
の

数
が
増
加
し
、
石
製
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
品
も

副
葬
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ

し
、
６
世
紀
以
降
に
は
、
こ
の
よ
う
な
事

例
は
減
少
し
ま
す
。

藤
ノ
木
古
墳
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
農
工
具

　
「
鉇
や
り
が
ん
な」
は
長
い
柄
の
先
に
槍や
り

の
穂ほ

先さ
き

の

よ
う
な
刃
が
つ
い
た
鉋か
ん
なの
こ
と
で
す
。
現

在
の
鉋か
ん
なは
、
長
方
形
の
台
に
刃
を
取
り
付

け
た
「
台だ
い

鉋か
ん
な

」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
が
、

こ
れ
は
江
戸
時
代
に
発
明
さ
れ
た
も
の

で
、
そ
れ
以
前
の
鉋か
ん
なと
言
え
ば
鉇
や
り
が
ん
なの
こ
と

で
し
た
。

　
「
鋤す
き
さ
き先
」
と
は
、
鋤す
き

と
呼
ば
れ
る
土
を

掘
る
道
具
の
先
に
取
り
付
け
ら
れ
た
も
の

で
す
。
当
時
の
鋤す
き

は
、
土
を
す
く
う
部
分

は
木
製
で
、
先
に
鉄
製
の
刃
を
差
し
込
ん

で
い
ま
し
た
。

　

鉄
製
農
工
具
は
、
藤
ノ
木
古
墳
が
つ
く

ら
れ
た
６
世
紀
後
半

に
は
、
副
葬
さ
れ
る

例
が
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
こ
の
よ
う
な

状
況
の
中
、
藤
ノ
木

古
墳
は
、
多
数
副
葬

さ
れ
て
い
る
特
殊
な

例
と
な
っ
て
い
ま

す
。

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
水
曜
休
館
）

（
☎
０
７
４
５
�
１
２
０
０
）

（
fax
０
７
４
５
�
１
２
０
１
）

「
出
土
遺
物
整
理
作
業
体
験
」

　

発
掘
調
査
で
出
土
し
た
遺
物
の
洗
浄
や

拓
本
な
ど
の
作
業
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時　
12
月
10
日（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分
（
予
定
）

場
所　
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー

対
象　
町
在
住
・
在
勤
の
人

　
　
　
（
中
学
生
以
上
）

定
員　
５
人

　
　
　
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　
無
料

募
集
期
間　
11
月
20
日（
月
）～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
月
１
日（
金
）

申 

込
・
問
合
せ　
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー

窓
口
・
ｆ
ａ
ｘ
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

詳
し
く
は
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
斑
鳩
考
古
学
講
座
」
参
加
者
募
集

　斑鳩文化財センター　　
（☎0745�1200）

日時　11月19日（日）
　　　午後１時30分～
　　　　３時30分（予定）
場所　中央公民館　大ホール
講師　大阪府立近つ飛鳥
　　　博物館長
　　　　　白石　太一郎　氏
参加費　無料（申込不要）
定員　１００人

秋季特別展
記念講演会

▲�ミニチュア農工具

鉇
やりがんな

（復元品）



環境対策課
（☎内線132）

　みなさんのご協力のおかげで、斑鳩町の資
源化率は約55％に達しています。しかし、
可燃ごみ袋の中身は、分ければ資源となるも
のが、まだまだたくさん含まれています。
　今回は、ごみ質検査（可燃ごみ）の結果を
ご紹介します。

ゼロ・ウェイストのまちづくり⑬
～ ごみ質検査の結果 ～
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　町では、みなさんが家庭から出す
可燃ごみ袋の中にどんな物が入って
いるのかを調べる「ごみ質検査」を
毎年実施しています。
　この検査では、収集した可燃ごみ
の一部を抜き取り、中身を約１２０
種類に分類して、正しく分別されて
いるか、また、ごみ袋の中にリサイ
クルできるものが混入されていない
かどうか、と
いったことを
調査していま
す。

毎月10日と20日は陶器回収の日〈11月の陶器等回収日〉
　１１月１０日（金）・１１月２０日（月）
　環境対策課（午前８時30分～午後５時30分）
　衛生処理場（幸前2-8-9）（午前８時30分～午後３時30分）
※衛生処理場のみ、11月11日（土）、11月26日（日）も受け付けします。

９月の生ごみたい肥化量32,740㎏
　可燃ごみの14.8％をたい肥化
できました
※モデル世帯数6,526世帯（９月末）

　97.6％が可燃性のものであり、みなさ
んが正しく分別していただいていること
がよく分かります。
　ただし、缶・ビン類や、レジ袋などの
プラスチック類が数％含まれていました。

　一番多いのは紙類で、昨年度と比較すると39％から57％と
少し増加しています。一方で、厨

ちゅう
芥
かい
類が55％から38％に減少

し、生ごみの分別収集が順調に進んでいることがわかります。
　また、紙類の中で
最も多いのが紙おむ
つ類などで、リサイ
クル可能な紙類の割
合は、昨年度の27％
から13％に減少して
おり、新聞紙や折込
広告などリサイクル
できる紙類の分別も、
引き続き進んでいる
ことがわかります。

● 可燃ごみの分別は良好

● 可燃性ごみの中身は？

　

総
務
課
（
☎
内
線
２
７
４
）

　

地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生
に
備
え

て
、
次
の
通
り
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま

す
。

　

こ
の
訓
練
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）（
※
）
を
用
い
た
訓

練
で
、
斑
鳩
町
以
外
の
地
域
で
も
さ
ま
ざ

ま
な
手
段
を
用
い
て
情
報
伝
達
訓
練
が
行

わ
れ
ま
す
。

⃝

訓
練
実
施
日
時

　
　

11
月
14
日（
火
）　

午
前
11
時
頃

⃝

斑
鳩
町
で
の
訓
練
内
容

　
　

	

斑
鳩
町
防
災
情
報
メ
ー
ル
に
登
録
し

て
い
る
人
へ
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
で
受
信
し

た
内
容
（
テ
ス
ト
文
）
を
送
信
し
ま

す
。

※	

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、

地
震
・
津
波
や
武

力
攻
撃
等
の
緊
急

情
報
を
、
国
か
ら

人
工
衛
星
な
ど
を

通
じ
て
瞬
時
に
お

伝
え
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す

家庭から出るごみの量

100 200 300 400 500（トン）

9月

8月

7月

12月

可燃ごみ　　　不燃ごみ　　　粗大ごみ　　　その他プラ類
缶・びん類、ペットボトル　　有害ごみ　　　生ごみ・草類

平成29年度

平成28年度

平成29年度

平成28年度

平成29年度

平成28年度

可燃性
97.6％
可燃性
97.6％

不燃性
２．４％

H28 H29

（％）
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木・竹・
わら類

繊維類

紙類

生ごみ

H28 H29

（％）

0

20

40
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80

100

リサイクル
できないも
の

リサイクル
できるもの

紙類の中身可燃ごみの中身
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■ 

町
立
図
書
館

水
曜
日
の
お
は
な
し
会

日
時　
11
月
８
日（
水
）
午
後
２
時
～

協
力　
ひ
こ
は
な
絵
本
の
会

対
象　
０
歳
～
６
歳

土
曜
日
の
お
は
な
し
会

日
時　
11
月
18
日（
土
）
午
後
３
時
～

協
力　
お
は
な
し
さ
ん
ぽ

対
象　
小
学
生
以
下

※	

会
場
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
場
合
は
、

お
子
さ
ん
を
優
先
と
し
ま
す
。

■ 

中
央
公
民
館
図
書
室

０
歳
か
ら
の
絵
本
の
じ
か
ん

日
時　
11
月
14
日（
火
）
午
前
11
時
～

対
象　
０
歳
～
４
歳

定
員　
10
人

12
月
８
日（
金
）・
９
日（
土
）

午
前
10
時
～
11
時

新
し
く
追
加
し
た
資
料

・
『
南
都
十
大
寺
大
鏡
』

・
『
聖
徳
太
子
御
一
生
記
絵
抄
』

　
　

他
、
計
７
点

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

利
用
休
止
に
つ
い
て

　

い
か
る
が
ホ
ー
ル
受
変
電
設
備
の
法
定

点
検
に
よ
る
停
電
の
た
め
、
次
の
と
お
り

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
休
止
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
21
日（
火
）

　
　
　

午
前
８
時
～
午
後
５
時
（
予
定
）

※
雨
天
の
場
合
は
11
月
28
日（
火
）

　
	

な
お
、
図
書
館
は
休
館
日
で
す
が
、
公

民
館
図
書
室
は
開
室
し
て
い
ま
す
。

12
月
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　

赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
に
絵
本
を
無
料
で

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
催
し
で
す
。

対
象　

	

６
か
月
～
１
歳
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん

と
そ
の
保
護
者

※
保
護
者
だ
け
で
も
受
け
取
り
可
能
で
す
。

日
時　
12
月
８
日（
金
）・
９
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

場
所　
町
立
図
書
館

持
物　

	

母
子
健
康
手
帳
・

　
　
　

絵
本
ひ
き
か
え
券

※	

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み
聞
か

せ
・
説
明
を
ご
希
望
の
人
は
、
左
記
の

時
間
帯
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

斑
鳩
町
電
子
図
書
館
で

「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ

ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
郷
土

資
料
が
閲
覧
で
き
ま
す

　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
資
料
の
う
ち
、
斑
鳩
・
法
隆
寺
・

聖
徳
太
子
に
関
係
す
る
資
料
が
電
子
図
書

館
か
ら
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ロ
グ
イ
ン
不
要
で
、
ど
な
た
で
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

図
書
館
で
お
す
す
め
の
資
料
を
紹
介
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

（
資
料
は
随
時
追
加
し
て
い
く
予
定
で
す
）

　

電
子
図
書
館
は
、
図
書
館
窓
口
ま
た
は

メ
ー
ル
で
利
用
申
し
込
み
で
き
ま
す
。
申

し
込
み
方
法
は
図
書
館
設
置
の
チ
ラ
シ
や

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
を
募
集
し
ま
す

　

自
衛
隊
奈
良
募
集
案
内
所

　
（
☎
０
７
４
２
㉗
５
７
０
１
）

対 

象　
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
、
15
歳

以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で
、
中
学
校
卒

業
者
（
平
成
30
年
３
月
に
中
学
校
卒
業

見
込
み
の
人
を
含
む
）

受 

付　
11
月
１
日（
水
）～
平
成
30
年
１
月

９
日（
火
）（
必
着
）

１
次
試
験　
平
成
30
年
１
月
20
日（
土
）

※	

そ
の
他
、
自
衛
官
候
補
生
（
18
歳
以
上

27
歳
未
満
の
男
女
）
の
募
集
も
年
間
を

通
じ
て
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「いちはやく
知らせる勇気　つなぐ声」

11月は児童虐待防止推進月間です

あなたの１本のお電話で救われる子どもがいます。
児童虐待と思ったらすぐにお電話ください。
連絡は匿名で行うことも可能です。
連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。

児童相談所　全国共通
　　　　３桁ダイヤル１８９

場
所　
い
ず
れ
も
多
目
的
室

定
員　
各
25
人
（
先
着
順
） 申込・問合せ　町立図書館

☎ 0745�7733
fax 0745�7735
E-mail：mailmaster@libraryikaruga.jp
HP：http://www.libraryikaruga.jp/

図書館だより図書館だより

お
は
な
し
会
・
読
み
聞
か
せ

お
知
ら
せ
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　今年７月でオープン１周年を迎えた住民活動センター（住民活動の拠点）から、活動に取り組
んでいる、９団体の活動提案事業の動きを順次紹介しています。今月号では、「あらまあ！絵本っ
ておもしろい」を紹介します。

　町内の幼稚園での読み聞かせや勉強会の活
動を行っています。会が発足してからまだ１
年未満ですが、図書館読書ボランティアや長
年絵本に携わっている人など、子どもの本が
好きな大人が集まっています。学習講座では、
子どもの心に働きかける質の良い絵本、発達
段階に応じた絵本の選び方を学んでいます。
私たちも、子どもたちと一緒に絵本をたのし
み、想像力を育んでいきたいと思います。

あらまあ！絵本っておもしろい

　平成30年度活動提案事業に、たくさんの活動提案の応募がありました。
11月８日（水）には、住民のみなさんに活動内容を知ってもらうため、１団体ずつ活動内容を
プレゼンテーションします。一般席も用意していますので、今後応募を検討している人、協
働のまちづくりに関心のある人、より住みやすい斑鳩町にしたいと考えている人は、お気軽
に会場へお越しください。そして、プレゼンテーション後に開催される審査委員会で採択さ
れた事業が、来年度の活動提案事業となります。（審査委員会は非公開です）

日時：11月８日（水）　午後２時～
場所：斑鳩町役場　地下大会議室

～ 公開プレゼンテーションを開催します！ ～

問合せ　住民活動センター（生き生きプラザ斑鳩内）（☎0745�1000㈹）
☎090‒5890‒9527　 ikarugakyodo@yahoo.co.jp　 http://ikaruga-kyodo.jimdo.com/

団体名：斑鳩町子どもに本を読む・語る会（代表　伊藤　幸子）

●�11月15日（水）に「絵本を楽しもう」の講座を開催します。詳しくは、広報10月号おしらせ版
３ページをご覧ください。
●�12月・３月には、子どもと保護者対象の「わらべうたであそぼう」を開催予定です。ぜひご
参加ください。

～�みんなが主役のまちづくり�～
協働のまちづくり活動提案事業選考委員会

▲9月20日　子どもと本の講座「絵本を知ろう」のようす

斑鳩町協働のまちづくり

住民活動センターだより



主な連絡先
斑鳩町役場
� ☎0745-74-1001
上水道課
� ☎0745-74-1401
下水道課
� ☎0745-74-2406
町立図書館
� ☎0745-75-7733
中央公民館
� ☎0745-74-1511
東公民館
� ☎0745-74-4122
西公民館
� ☎0745-75-3911
中央体育館
� ☎0745-75-3100
斑鳩文化財センター
� ☎0745-70-1200
生き生きプラザ斑鳩
� ☎0745-70-1000
保健センター
� ☎0745-70-0001
斑鳩町観光協会
� ☎0745-74-6800
ふれあい交流センター
いきいきの里
� ☎0745-74-0990
衛生処理場
� ☎0745-74-2371
西老人憩の家
� ☎0745-74-1517
東老人憩の家
� ☎0745-74-5050
三室休日診療所
� ☎0745-74-4100
いかるがホール
� ☎0745-75-7743
斑鳩町シルバー
人材センター
� ☎0745-75-0884
斑鳩町地域包括
支援センター
☎0745-74-5666

※	情報内の問合せの電話番号
の記載のない場合は、上記
電話番号をご確認ください。

● 

広
　
告
　
枠 

●
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町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

建
設
農
林
課
（
☎
内
線
２
２
６
）

募
集
住
宅
と
募
集
戸
数

　

長
田
団
地
Ａ
棟　

４
Ｄ
Ｋ
２
階　

２
戸

　

長
田
団
地
Ｂ
棟　

３
Ｄ
Ｋ
１
階　

１
戸

入
居
資
格

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人
。

・	

町
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人
で
、
住
宅
に

困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
市
町

村
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
。

・	

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
（
事
実
上
婚
姻
と
同
様
の
事

情
に
あ
る
人
、
ま
た
は
３
か
月
以
内
に

挙
式
予
定
の
婚
姻
予
定
者
を
含
む
）
が

あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
昭
和
31
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
な
ど
は
、
単

身
で
の
申
し
込
み
が
可
能
で
す
。

・	

斑
鳩
町
町
営
住
宅
条
例
に
定
め
ら
れ
た

基
準
月
収
額
以
内
の
収
入
で
あ
る
こ
と
。

※	

そ
の
他
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
建
設
農

林
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込

　
申
込
用
紙
配
布

　

11
月
６
日（
月
）～
11
月
17
日（
金
）

　
申
込
受
付

　

11
月
20
日（
月
）～

　
　
　
　
　
　

12
月
１
日（
金
）

　
（	

た
だ
し
土
曜
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
30
分
）

年
末
調
整
説
明
会

　

奈
良
税
務
署

　

法
人
課
税
第
６
部
門

（
☎
０
７
４
２
㉖
７
６
２
８
）

　

奈
良
税
務
署
管
内
（
奈
良
市
・

天
理
市
・
生
駒
市
・
大
和
郡
山
市
、

生
駒
郡
）の
源
泉
徴
収
義
務
者（
事

業
主
）
を
対
象
に
、
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
21
日（
火
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

※	

年
末
調
整
説
明
会
終
了
後
の
午

後
３
時
10
分
～
３
時
55
分
に
消

費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

場
所　
奈
良
県
文
化
会
館

　
　
　

国
際
ホ
ー
ル

（
奈
良
市
登
大
路
町
６‒

２
）

相　談　日 時　間 場　　所 申　　込

無 料 法 律 相 談 14日㈫、21日㈫、28日㈫
（電話予約申込順） 13:00～16:00 役 場 1 階第2会議室

住民課
（☎内線163）

消 費 生 活 相 談 2日㈭、9日㈭、16日㈭、30日㈭ 13:00～16:00
役 場 1 階
第3会議室

申込不要
問合せ住民課
（☎内線163）

人 権 相 談 8日㈬（毎月第2水曜日） 13:00～16:00行 政 相 談 7日㈫

創 業 支 援 相 談 24日㈮ 10:00～12:00 商 工 会 館 斑鳩町商工会
☎07457425007日㈫、14日㈫、28日㈫ 18:00～20:00

青少年悩みごと
教 育 相 談 毎週火・金・土曜日 9:00～16:00 中央公民館 事前に☎0745740077

までご連絡ください

出前サポステ若者
自立の無料相談 毎月第2土曜日 9:00～12:00 中央公民館

☎0744-44-2055
fax0744-44-2056
（若者サポートステーションやまと）

子 育 て 相 談 毎月第2・第4水曜日 9:00～16:00 生き生きプラザ
斑 鳩 相 談 室

福祉子ども課
（☎内線125）

女性のための相談 10日㈮（第2金曜日） 9:30～12:30 役場会議室 予約専用☎0745759269
休日を除く8:30～17:3024日㈮（第4金曜日） 13:00～16:00

増改築無料相談 18日㈯（毎月第3土曜日） 13:00～16:00 中央公民館 全奈良建築斑鳩支部
☎0745741218

● 
募
　
　
集 

●

● 

お
知
ら
せ 

●

※相談の時間が₉：00～16：00の場合は、12：00～13：00の間は不在となります。

11月の相談
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「
未
来
へ
つ
な
ぐ
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト

斑
鳩
の
会
」
は
、
ご
み
と
未
来
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
て
く
れ
る
人
た
ち
で
誕
生
し

た
会
で
す
。
現
在
の
会
員
は
16
人
。
月
に

１
回
集
ま
り
、
ご
み
問
題
、
ゼ
ロ
・
ウ
ェ

イ
ス
ト
の
推
進
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
交

換
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
内
容
に
つ
い
て

・	

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
（
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス

ト
通
信
）
の
発
行

・	

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言
や
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
意
見
交
換

・	

食
品
ロ
ス
削
減
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

（
エ
コ
レ
シ
ピ
な
ど
の
提
案
含
む
）

・
ご
み
処
理
施
設
な
ど
の
見
学　

な
ど

　

斑
鳩
町
の
ご
み
や
、
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス

ト
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、
住
民
目

線
で
、一
緒
に
勉
強
し
、意
見
交
換
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
の
ま
ち
斑
鳩
の
実
現
に
向
け
て

～
「
未
来
へ
つ
な
ぐ
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
斑
鳩
の
会
」
の
活
動
紹
介 

～

環
境
対
策
課
（
☎
内
線
１
３
２
）

今
年
度
の
活
動
内
容
に
つ
い
て

　

今
年
度
は
、５
月
に
行
っ
た
ゼ
ロ
・
ウ
ェ

イ
ス
ト
宣
言
に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
的
な

推
進
方
法
に
つ
い
て
、
毎
回
テ
ー
マ
を
決

め
て
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ど
う
す
れ
ば
、
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト

の
ま
ち
を
実
現
で
き
る
か
、
住
民
み
な
さ

ん
に
周
知
で
き
る
か
、
み
ん
な
で
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
後
、町
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
お
い
て
、

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
に
つ
い
て
の
周
知
啓

発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

座
談
会
で
は
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
話
し
あ
っ
て
い
ま
す

テ
ー
マ
：
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
の
推
進

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

会 

員　
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
の
ま
ち
斑
鳩

に
つ
い
て
、
の
ぼ
り
旗
や
ポ
ス
タ
ー
掲

示
な
ど
、
さ
ら
に
積
極
的
に
住
民
に
Ｐ

Ｒ
・
周
知
し
て
い
く
こ
と
が
、
重
要
で

あ
る
。
そ
し
て
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の

取
り
組
み
が
大
切
で
あ
る
。

会 

員　

ご
み
の
分
別
や
資
源
化
率
な
ど
、

斑
鳩
町
の
特
徴
を
も
っ
と
出
し
て
い
け

る
よ
う
に
、
さ
ら
に
取
り
組
み
を
す
す

め
る
べ
き
。

町 　
住
民
の
み
な
さ
ん
に
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ

ス
ト
の
考
え
方
を
広
く
周
知
し
、
取
り

組
み
を
す
す
め
て
も
ら
え
る
よ
う
、
環

境
井
戸
端
会
議
や
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、

広
報
な
ど
に
よ
り
、
周
知
啓
発
を
さ
ら

に
す
す
め
た
い
。

会 

員　
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
を
実
現
す
る

に
は
、
ま
ず
ご
み
を
で
き
る
だ
け
出
さ

な
い
、
次
に
出
た
ご
み
は
再
利
用
、
そ

し
て
リ
サ
イ
ク
ル
の
徹
底
が
大
切
で
あ

る
と
思
う
が
、
現
在
、
マ
イ
バ
ッ
グ
の

推
進
の
効
果
は
ど
の
く
ら
い
か
？

町 　
平
成
28
年
度
調
査
の
平
均
持
参
率

は
、
町
内
主
要
ス
ー
パ
ー
（
イ
オ
ン
、

万
代
）
で
の
調
査
に
よ
る
と
、
64
．

3
％
と
な
っ
て
い
る
。

会 

員　

レ
ジ
袋
を
有
料
に
し
て
い
る
店

は
、
マ
イ
バ
ッ
グ
の
普
及
率
は
と
て
も

高
い
と
思
う
が
、そ
う
で
な
い
店
で
は
、

マ
イ
バ
ッ
ク
の
普
及
率
は
低
い
。
そ
う

い
っ
た
店
に
、
さ
ら
に
積
極
的
に
働
き

か
け
を
す
れ
ば
よ
い
と
思
う
。
有
料
に

な
れ
ば
、
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
率
が
自
然

と
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

会 

員　
コ
ン
ビ
ニ
で
は
、
マ
イ
バ
ッ
グ
を

持
っ
て
い
る
人
は
ほ
と
ん
ど
見
か
け
な

い
し
、
店
員
も
袋
を
全
員
に
渡
し
て
い

る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。

町 　
コ
ン
ビ
ニ
の
出
店
も
増
え
て
お
り
、

マ
イ
バ
ッ
ク
の
普
及
啓
発
を
さ
ら
に
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

会 

員　
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、
ゼ
ロ
・

ウ
ェ
イ
ス
ト
や
環
境
・
ご
み
問
題
に
つ

い
て
の
教
育
が
大
切
。
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
、
取
り
組
み
を
理
解
し
て

も
ら
い
、
大
人
に
な
っ
て
も
、
行
動
し

て
も
ら
え
る
環
境
教
育
の
充
実
が
大
切
。

会 

員　
親
子
環
境
教
室
や
ご
み
の
ゆ
く
え

探
検
ツ
ア
ー
な
ど
の
さ
ら
な
る
充
実
も

必
要
と
思
う
。

な
ど
、
活
発
な
意
見
が
出
て
い
ま
す
。

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
「
未
来
へ
つ
な
ぐ
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト

斑
鳩
の
会
」
は
、
一
緒
に
活
動
し
て
く
れ

る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
み
問
題
や

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ

ス
ト
に
つ
い
て

興
味
が
あ
る
人

は
、
一
度
見
学

に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

「活動内容の様子」



●場所の記載がない場合、保健センターでの開催となります。
●斑鳩町に警報発令時には、検診・教室などを中止することがありますので「保健センター」へお問い合わせください。
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■ 健康相談予定表（事前申込要：電話申込可）
事　業　名 実 施 日 時　　間 定員 内　　　　　容

こころの健康相談
（精神保健福祉士による） 11月13日㈪ 13：00～15：00 ₂人 こころの病気かどうか心配である、最近

家族の様子がおかしいなどの相談

事　業　名 実施日 受付時間 対　象　者 注　意　事　項

子宮頸がん検診

11月24日㈮
今年度最終
です。

13：00～
　13：30

20歳以上の女性
（申込先着30人）

平
成
28
年
度
に
町
の
検
診
を

受
診
さ
れ
て
い
な
い
人

○乳がん検診を受けられない人
・ペースメーカーを入れている人
・乳房形成術を受けた人
・授乳中の人
○子宮がん検診を受けられない人
・検査当日、生理中の人
※ 子宮頸がん・乳がん検診は2年に
1回です。
　 申込時に必ず、前回受診日をお知
らせください。

乳 が ん 検 診
（マンモグラフィ
のみ）

13：00～
　13：40

40歳以上の女性
（申込先着40人）

子宮頸がん・乳がん
（マンモグラフィのみ）
セット検診

14：00～
　14：45

40歳以上の女性
（申込先着60人）

大 腸 が ん 検 診 11月28日㈫
便提出日

9：00～
　11：00 35歳以上

○ 容器は提出日１週間前までに保健
センターで購入してください。（容
器代300円）
※事前申込不要

■ がん検診（集団）予定表（事前申込要：電話申込可）

☆検診時は、必ず健康手帳をご持参ください。
☆4週間前後で結果がわかります。異常の有無にかかわらず、検診結果を通知します。
　※検診で手話通訳が必要な人は fax でお申し込みください。
　※子宮頸がん・乳がん検診時には託児があります。希望の人は前日までにお申し込みください。

家族そろってがん検診！

一
般
不
妊
治
療
・

不
育
治
療
費
の
一
部
助
成

対
象

・	

町
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
申
請
日
に

１
年
以
上
在
住
し
て
い
る
夫
婦

・	

不
妊
症
ま
た
は
不
育
症
と
診
断
さ
れ
て

治
療
を
受
け
て
い
る
人

・
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

・	

夫
婦
の
前
年
の
合
計
所
得
が
７
３
０
万

円
未
満
の
人

・
町
税
を
完
納
し
て
い
る
人

対
象
と
な
る
治
療
及
び
費
用

・	

体
外
受
精
・
顕
微
授
精
以
外
の
不
妊
治

療
ま
た
は
不
育
治
療

・	

治
療
費
・
検
査
費
用
・
薬
剤
費
（
た
だ

し
、
文
書
料
・
個
室
料
・
食
事
代
な
ど

は
除
く
）

助
成
期
間

　

申
請
し
た
年
度
か
ら
５
年
間

助
成
額

・	

一
般
不
妊
治
療
…
自
己
負
担
額
の
う
ち

上
限
７
万
円

・	

不
育
治
療
…
自
己
負
担
額
の
う
ち
上
限

10
万
円

申 

請
方
法　

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
交
付
の
申
請
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
申
請
は
１
年
度
に
つ
き
１
回
）

※	

申
請
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

～ がん検診無料クーポン券は、利用されましたか？ ～
　対象の人には、平成29年６月に「乳がん検診」「子宮頸がん検診」の無料クーポン券を郵送しています。
無料クーポン券の有効期限は平成30年２月28日までです。
　まだ受けられていない人は、早めに検診を受けましょう。

＝健康マイレージポイント対象事業です



●申込先：保健センター（生き生きプラザ斑鳩内）土曜・日曜日、祝日休館
　☎0745�0001／ fax0745�0903　電話番号のかけ間違いにご注意ください。
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事業名 実施日 受付時間 対象者 内　　容　　等

わんぱく広場
11月21日㈫ 13：15～ 13：30 Ｈ29年4・5月生

○赤ちゃん体操・発達などについての話
申込：11月20日（月）まで
持物：母子健康手帳、バスタオル

乳 幼 児 相 談
（育児・栄養相談） 11月22日㈬

13：30～
15：00 就学までの児

〇育児や食事のことなどについての相談
申込：11月21日（火）まで
持物：母子健康手帳

子 育 て 教 室
12月8日㈮ 9：45～　10：00

1歳6か月児～
3歳児

○テーマ「風邪を吹きとばそう」
内容：手遊び歌、リズム遊び、発達についての話
申込：12月7日（木）まで
先着25組

マザーズサロン
12月11日㈪ 13：15～

 13：30
妊娠中の人、
産後間もない人

〇 助産師による母乳育児の情報・工夫についての
話。

申込：12月8日（金）まで

1歳6か月児健診
（内科・歯科） 12月14日㈭ 12：45～

　13：30 Ｈ28年4・5月生

〇内科・歯科診察、身体計測など
持物：母子健康手帳、問診票
対象者には個人通知します。
託児申込：12月7日（木）まで

ウイルスを体内に入れない！
●人ごみを避ける
●マスクを着用する
●手洗い・うがいをこまめにする
●部屋を適度な湿度（50～60％）に保つ

予防接種を受けよう！
　予防接種を受ければ、絶対にインフルエンザに感染しないわけではありませんが、重症
化を防ぐ効果が期待できます。高齢者や乳幼児など、かかったときに重症化する恐れの高
い人やそのご家族は、できるだけ受けておくようにしましょう。

　●インフルエンザが流行する前の、12月上旬頃までに受けましょう
　●ワクチンはその年ごとに変わるので、毎年受ける必要があります
　●接種日において満65歳以上の人は無料で接種することができます
　　（保健センターへお問い合わせください）

ウイルスを発症させない！
●バランスの良い食生活
●適度な運動と十分な睡眠
●体を冷やさない
●�禁煙を心がけ、呼吸器粘膜の状態を正
常に保つ

インフルエンザの予防に有効な方法

＝健康マイレージポイント対象事業です
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賀市・斑鳩町災害時相互応援に
関する協定調印式

9 / 2 9 ・斑鳩町役場

　大規模災害に備え、災害応急対策や災害復旧対策を
円滑に遂行できるよう、三重県伊賀市と災害時相互応
援に関する協定を締結しました。
　この協定では、救援物資の提供や、職員の派遣など
を相互に行うことを定めており、斑鳩町における同内
容の市町村間での協定の締結は、今回で７件目となり
ます。
　今後もさまざまな機関と連携を深めながら、災害に
強いまちづくりをすすめていきます。

伊
巻のステージで観客を熱狂！

～ 相川七瀬　古代舞（米）コンサート ～
9 / 2 4 ・いかるがホール

　ロック・シンガーであり、古代米大使でもあ
る相川七瀬さんが黒米のＰＲ活動も兼ねて町制
70周年記念ライブを行いました。
　パワフルな歌声とパフォーマンスに、会場は
熱狂に包まれました。
　また、食生活改善推進員連絡協議会と農業委
員会のご協力により、ロビーでの黒米のつかみ
取りや、ライブ終了後に黒米のおにぎりが振る
舞われるなど、黒米のPRが行われました。

圧

　元気いっぱいの斑鳩っ子が、小・中学校、幼稚園、

保育園の運動会で、練習の成果を見せてくれました。

今年は、パゴちゃんのイメージソング「斑鳩、いか

が？？」も、運動会を盛り上げました。

動会で「斑鳩、いかが？？」
9 / 3 0 ・町内各小学校

運

　

東
小
学
校
で
は
、

　
「
斑
鳩
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か
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」
の

◀
ダ
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ス
隊

◀
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鳩
小
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は
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ダ
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ス
と
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も
に
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？
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の
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ー
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も
登
場
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▲西小学校では、パゴちゃんを囲んで
　「斑鳩、いかが？？」
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んながいるから楽しいね
～ 人権出前教室 ～

1 0 / 2 ・斑鳩西幼稚園

　人権擁護委員のみなさんと一緒に人権について
考える出前教室が斑鳩西幼稚園で開催されまし
た。
　「遊具の取りあいしていないよ」「ゆずりあった
らいいんだよね」と、紙芝居を見て感想を話す子
どもたち。最後にイメージキャラクターの人ＫＥ
Ｎまもる君、人ＫＥＮあゆみちゃんとふれあい、
相手を思いやる気持ちについて楽しく考える機会
となりました。

み知症になっても安心して暮らせる
まちづくりをめざして

～ ＲＵＮ伴（とも）２０１７奈良 ～
1 0 / 1 5 ・斑鳩町役場出発

　ＲＵＮ伴（とも）は、認知症の人や家族、支援者、
一般の人がリレーをしながら、北海道から沖縄まで
１つのタスキをつなぎゴールをめざすイベントです。
　河合町から到着したタスキの引き継ぎ式が斑鳩町
役場前で行われ、みなさまの温かい応援を受けなが
ら、三郷町まで無事にタスキをつなぐことができま
した。

認

鳩の里を詠む
～ 子規・斑鳩の里俳句大賞 ～

　「柿食へば鐘がなるなり法隆寺」と正岡子規が詠
んだ斑鳩の里で、４月から６月まで募集した「第九
回子規・斑鳩の里俳句大賞」の表彰式と、当日投句
「斑鳩の里を詠む　塔の里吟行句会」を開催しまし
た。
　吟行句会には105人の人が参加され、秋の斑鳩を
詠んだ力作が発表されました。参加者は、発表され
る俳句や選者の講評に関心を寄せられ、有意義なひ
とときを過ごされました。

斑

9 / 3 0 ・いかるがホール

の世界の魅力を感じて
～ 會津八一歌碑巡り　トーク＆ウォーク ～

9 / 2 3 ・中宮寺　ほか

　斑鳩の里にある會津八一の歌碑を巡るウォーク
と講演イベントが開催されました。
　午前中は、奈良を愛し数々の歌を詠んだ會津
八一の歌の中で、斑鳩にある６基の歌碑（法隆寺
や上宮遺跡公園など）をボランティアガイドの案
内で巡りました。
　午後からは、中宮寺・鳩和殿で新潟市會津八一
記念館館長神林恒道氏の講演を聞き、八一の生涯
や美学などを学びました。

歌

▶�

中
宮
寺
で
歌
碑
の
説
明
を

聞
く
参
加
者
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人 の 動 き
　 ₂₈,₂₃₀人
　　（前月比　＋19）
　　男₁₃,₄₀₃人
　　女₁₄,₈₂₇人

　 　₁₁,₆₀₀世帯
　　（前月比　＋21）
（平成29年₉月30日現在）
問合せ
斑鳩町総務部まちづくり政策課
〒636-0198
奈良県生駒郡斑鳩町
法隆寺西3丁目7－12
☎　0745�1001
fax　0745�1011
※かけ間違いに注意！

　昨年11月から行ってき
た町制70周年記念イベン
トも、いよいよ残りわず
か。今月20日からは、「い
かるがWeeeeeK」が開
催されます！斑鳩町の魅
力が詰まった７日間、み
なさん、ぜひお楽しみく
ださい。� ま

広報

ホームページ
http://www.town.
�������ikaruga.nara.jp/
Eメール��info@town.ikaruga.nara.jp

＊�この「広報斑鳩」は町内の全家庭に直接お届けしています。ご
近所で配布されていない家庭がありましたらご連絡ください。
問合せ：総務課（☎0745�1001　内線273）ISO14001を認証取得しました
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祝 斑鳩町制
70周年

秋季特別展「聖徳太子絵伝と寺宝展」
11/1～7　9:00～16:00　法輪寺（☎0745-75-2686）

●大黒屋（法隆寺夢殿南側）●
　明治10年（1877年）頃に建設された、
屋根の上に鴟尾をのせた木造３階建ての
旅館です。
　俳句文芸誌「ホトトギス」を編集・発
行した高浜虚子の作品『斑鳩物語』の舞
台となったことでも知られています。

写真提供：川西和文�氏
撮影時期：1965年（昭和40年）

　老朽化により取り壊され、現在は駐車場
として整備されています。
（写真左側は法隆寺夢殿）

　「斑鳩の記憶アーカイブ化事業」でみなさん
から集められた写真を、「斑鳩の記憶データベー
ス」としてインターネット上で公開しています。
（http://archive-ikaruga.org/）
　このコーナーでは、データベースにある写真
を、現在の姿と比較しながら、当時のようすや
まちの風景などを紹介していきます。

平成29年は斑鳩町制70周年

有料

町制70周年

写真でたどろう
斑鳩の記憶

一、 歴史と文化を大切にし、貴重な遺産を次の世代に
伝えます。

一、 恵まれた自然との調和をはかり、やすらぎのある
まちにします。

一、 人権を尊重し、心のふれあ
うまちをめざします。

一 、 ともに生き、ともに学び、
未来を拓く活力のあるまち
にします。

一 、 知恵と力を出し合い、住み
よいまちを築きます。

町民憲章（平成９年５月９日制定）
わたしたちは、聖徳太子ゆかりの斑鳩のまちに住むこと
を誇りとし、「和」の精神を尊び、明るく豊かな郷土を
つくります。

町
の
花「
さ
ざ
ん
か
」

児童相談所全国共通ダイヤル
が３桁ダイヤルに変更されて
います。さて、何番でしょう？

〈11月13日㈪必着〉
応 募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電
話番号を書いて、「〒636‒0198	斑鳩町役場・広報
クイズ係」まで。正解者のなかから、抽選で２人
に図書カードをプレゼントします。プレゼントの
当選は、発送をもってかえさせていただきます。

10月号広報クイズの答　電子（応募総数20）

Q

町政や広報に
ついてのご意
見・ご要望も、
お書き添え
ください。

▲

昔

今


